
　７月１６日（火）に新千歳空港のセンタープラザの

一部をお借りして、鶴居村ＰＲ活動を実施しました。

　この取組は、鶴居村ふるさと創生中学生派遣交流事

業の「創造性豊かな人材（鶴居びと）の育成」という

趣旨を活かすために実施したものです。ＰＲ活動では、

タンチョウウォーカー・ふるさと納税のパンフレット

やタンチョウ再発見から 100 年のオリジナルコース

ターを、生徒から 1つずつ手渡しで配布しました。空

港内の旅行客や鶴居村を知らない人へ自ら声を掛けに

行き、本事業で学んだ鶴居村の魅力、中学生から見え

ている鶴居村の良さや知ってもらいたいところを、自

分の言葉で精一杯届けました。限られた時間ではあり

ましたが、生徒たちにとってとても充実した活動にな

りました。

　今回の経験をこれからの学校生活などで活かして、

鶴居村の魅力を多くの人たちに発信できる人になって

くれることを願っています。

令和６年度鶴居村ふるさと創生中学生派遣交流事業
～赤井川中学校との交流・赤井川村役場訪問～

～鶴居村ＰＲ活動～

　７月１６日（火）～１８日（木）の２泊３日の行程

で鶴居中学校・幌呂中学校の２年生を対象に、鶴居村

ふるさと創生中学生派遣交流事業を実施しました。昨

年度に引き続き、「日本で最も美しい村」連合に加盟

している赤井川村の赤井川中学校の２年生との交流と

赤井川村役場を訪問させていただきました。

　この事業を通して、鶴居村に愛着と誇りを持ち、豊

かな人間性を持った「鶴居びと」を育て、これからの

鶴居村の村づくりについて一人ひとりが自分ごととし

て考えられるようになることを目指しています。

　交流に向けた準備として、総合的な学習の時間を活

用し、鶴居村の概要や村づくり、タンチョウの生態・

保護について学習を行いました。また、赤井川村の村

づくりについても事前学習を行い、役場訪問で質問す

ることをまとめた質問リストを作成しました。

　赤井川中学校との交流では、事前学習で作成した資料に

沿って、鶴居村の村づくりやタンチョウについての発表を

行いました。また、赤井川中学校からは、伝統芸能である

カルデラ太鼓の演奏を行い、お互いの学校の取り組みを学

び合いました。発表を通し、鶴居村と赤井川村の良さや違

いについて理解を深めるとともに、生徒同士の交流も深まっ

た事業となりました。

　役場訪問では、赤井川村役場の秋元総務課長から、赤井

川村の村づくりについて説明をしていただきました。また、

事前学習で生徒たちが作成した質問リストに対しても、分

かりやすく丁寧な受け答えをいただき、赤井川村の村づく

りについて理解が深まり、生徒1人ひとりが感じている、

ふるさと鶴居村の素晴らしさを再認識することができたと

思います。

　今後も、次世代を担う鶴居村の子どもたちが、他の地域

での体験や経験を通して、豊かな人間性と創造力を身に付

けた「鶴居びと」として成長していくことを願っています。
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　８月６日に鶴居市街地の忠魂碑前にて戦没者の遺族、

来賓、関係者などが参列し、戦没者追悼式が執り行われ

ました。

　追悼式では、先の大戦において犠牲となられた方々へ

１分間の黙祷を捧げました。また、大石村長の式辞に続

き、松井村議会議長や北海道連合遺族会長等から追悼の

辞が述べられ、ご遺族、関係者による白菊の献花が行わ

れました。

　参列者は、亡くなられた方々への追悼とともに、平和

への願いを新たにしていました。

令和６年度戦没者追悼式
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美しい村プレミアム商品券美しい村プレミアム商品券

2024 鶴居村2024 鶴居村

商品券有効期間：令和6年9⽉6⽇（⾦）∼令和6年１2⽉３１⽇（⽕）商品券有効期間：令和6年9⽉6⽇（⾦）∼令和6年１2⽉３１⽇（⽕）

鶴居村商⼯会

13,000円(500円×26枚)13,000円(500円×26枚)

# 　９月６日から鶴居村商工会より「美しい村プレミアム

商品券」が販売されます。今年度もプレミア率が３０％

となり、１万円の購入で５００円の商品券２６枚綴の１

万３千円分となります。

　また、商品券で６カ所の取扱店を巡りスタンプを集め

ると、温泉かけ流し日帰り入浴券など豪華賞品が当たる

スタンプラリーも実施されます。

　村内の方はもちろん、村外の方もご購入が可能です。

詳細は左記ＱＲコードよりご確認ください。多くの方の

ご購入をお待ちしています。

美しい村プレミアム商品券

　８月４日に釧路管内全域で北海道防災総合訓練が行わ

れ、鶴居村でも津波被害で被災した釧路市民を避難所に

受け入れる想定で広域避難訓練が実施されました。

　訓練では村民と広域避難訓練に参加した釧路市民が一

緒になり段ボールベッドの組み立て訓練や非常用トイレ

の使い方の説明を受けるなど、訓練を通じて日ごろから

の備えや防災への意識を高める貴重な機会となりました。

広域避難訓練

　８月８日に弟子屈町にて「屈斜路カルデラワイナリー」

のオープニングセレモニーが行われ、来賓として大石村

長も出席し、弟子屈町の関係者等とともに門出を祝いま

した。

　村と弟子屈町は「弟子屈・鶴居ワイン特区」の認定を

受けており、同ワイナリーでは、弟子屈町産ブドウのワ

イン醸造・販売の他、鶴居村産山幸葡萄の受入れ・醸造

も行われる予定です。

　ワイナリー詳細については、右記QRコードよりご覧い

ただけます。

弟子屈町「屈斜路カルデラワイナリー」オープン

鶴居村産ブドウの醸造も
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